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ある整備を目的として， 1968年に都市計画法が改正され， もう 30年近い歳月が流れた。その間
には経済・社会情勢も大きく変化し，ライフスタイルや住民ニーズも多様化した。そして， 1991 























的な方針.1 1996年 3 月 3 ページ)。
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地域性を追究し，北畠 (1993) は三郷町の住宅地化と土地分類の相関を調べ，北畠(1994a) 









住宅地域を地域区分し，その地域的課題を指摘する。 (2) 住民意識とニーズを検討する。 (3)
望ましい未来像を求めて住宅地域のデザインを施す。
2. 研究対象地域
三郷町は大阪東郊約 30km に位置する住宅都市である。町域面積は 8.80km2，人口は23 ， 379 ，
世帯数は8 ， 326であり(住民基本台帳・ 1996年) ，第 2 次世界大戦以後，急速に住宅地化が進展
し，町域面積の30.5%は住宅地域である。そして，その住宅地域への転入・転居世帯数は全世
( 2 ) r街路は都市と建築の狭間に眠りつづける空間として， もっとも日常的な場をもって僕らに迫
る。それを僕らの問いを受けとめる表現体としてみることはできないだろうか。つまり建築の意
味を検証する場として，この街路はどれほど有効かということである J という(竹山実著『街路
の意味』鹿島出版会， 1997年 8 月， 5 -6 ページ)。
( 3 ) rわれわれが地域社会に属している以上，当然，その社会が共有している集団の記憶がよぴお
こすものをもっている。それは，道の折れ曲り方，僅かな自然や地形への対応のマナー，あるい
は植生，家屋の表層のあり方，等によって歴史的な時間の中でつくられてきた構造と関連してい





水量は1 ， 360mm，年平均気温は14.40C である(奈良地方気象台， 1996年)。住宅地域の大半は













もに皆無で、あった。しかし， 1981年には金融・保険業が 1 事業所・従業員15人となり， 1986年




専業農家数は59戸から 16戸に急減し，耕地面積は 125ha から 35ha となり，約 4 分の 1 近くに
激減した。なかでも住宅地化が比較的容易な畑面積は 5 分の 1 以下になり，田は 3 分の l 以下，
果樹園も 3 分の l に減少した(農林水産省『農業センサス』該当年)。すなわち，高度成長期
の大都市近郊に展開された，数多くの住宅都市化にみられたよフに，三郷町でも急速な住宅地
化の進展によって，第 1 次産業の後退と第 2 ・ 3 次産業の前進が著しかったのである。
さて，若干の指標により，最近の保健・福祉の現状をみれば， 1991-1995年の聞に機能回復
訓練を受けた者は1. 6倍になり，老齢基礎年金の受給者数は5.6倍，その年金額は9.5倍に急増
した。国民健康保険のうち 1 人当たり医療費は1. 3倍，デイサービス利用者数は2.6倍になっ
た。また，生活環境・交通の面ではゴミ処理量が1. 5倍，交通事故発生件数が1. 4倍，軽乗用自
動車登録台数は1. 8倍に増加した。教育・スポーツ・文化の面では， 1996年現在，小学校の児
童数が1 ， 327人，中学校の生徒数は655人であり，過去 8 年間で児童数は291人，生徒数は348人
減少した。 1995年のスポーツ施設利用者数は138.803人で，住民 1 人当たり平均 6 回利用して
おり，うち，スポーツセンターの利用者が最も多く， 70 ,291 (50.6%) である。同年の文化セ
ンタ一利用者は90 ， 414人で，住民 1 人当たり平均 4 回近く利用している。図書館利用者数は














針J (1996年)の 8 区分に従い，その地域的課題は国土地理院『土地利用図J (1982年) 2 万 5
千分の 1 r信貴山j，三郷町観光産業課『三郷町住居表示全図J (1993年) 5 千分の 1 r全体図j ，
三郷町『三郷町都市計画図J (1993年) 1 万分の 1 r全図」などを読図・計測し，現地調査の
結果を加えて，自然・社会環境の 2 側面から把握した。さらに，奈良県『土地分類基本調査』
(1984年) r奈良・大阪東北部・大阪東南部j，三郷町『三郷町全図J (1987年) 2 万 5 千分の
1 r 1-4 j，国土地理院『地形図J (1988年) 2 万 5 千分の 1 r信貴山j，三郷町『住宅開発
状況調査J (1960-1995年)などを読図・計測し，現地調査の結果に基づいて分析した。 (2)
住民意識とニーズは， r三郷町の住み心地j rふれあいを望む対象と居住地からの距離j rふれ
あいを求める場所j rボランティア活動への参加j などに関するアンケート結果を用いて接近
した。 (3) 住宅地域のデザインは，地域的課題に注目し， 1997年 1 月 4-9 日 4 月 19-21 日，


































( 5 ) 初期の住宅地化は，標高 50-100m の地域に起き，次に標高 100-150m の地域に進められた。
その後は標高 40-100m の地域に降り，現在は標高 40-150m の地域に進行中である。傾斜は一
部の例外を除き， 0-8' の地域が住宅地化され，最近は 8 -15。の地域に波及している。起伏量は
o -200m の地域に住宅地化をみたが，近年は以前よりもやや大きな起伏量の地域で住宅地化が




産業大学『産業と経済』第 7 巻第 5 号 (1993年 3 月) 74ページ)。
( 6 ) 三郷町の住宅地化は22か所で進められた。それは町域の中央部やや東寄りの地域に始まり，町
域の東縁部に進み，やがて四方に分散した。その後は既成の住宅団地の隣接地域を選好し，町域
の北東部・南東部，そして再度中央部などにひろがり，さらに町域の南部・中央部・東部，加え




高い地域である(北畠潤一「奈良県三郷町の住宅地化j 奈良産業大学『産業と経済J 第 7 巻第 5




























い(北畠， 1994 b) 。しかし，既成の住宅地域に新規の緑地・公園を確保することは困難であ
る。したがって，現在ある緑地・公園を整備・再編し，住民生活に寄与する緑地空間を形成す
ることと，公園と公共・公益施設の樹木・街路樹，および，各住宅の庭園緑地・生け垣など
























































が混在する市街地に 2 大別される。特に農住団地(第 1 種中高層住居専用地域・第 1 種住居地


























































いる。正式名称は勢野北部土地区画整理促進区域で，勢野西 3-5 丁目，勢野東 2 ・ 3 丁目，
信貴ケ丘 4 丁目の各一部からなる約36.5haで、ある。この地域の西端は都市運営施設，矢倉谷
池と金指池の埋立地の聞の東西 250m，南北 100m には商業施設，そして，全域に大小 7 つの
公園，中央部と南東部には調整池が設けられ， 800戸程の住宅建設が予定されている。また，



















住みやすい J Iやや住みやすい」など，約 6 割強が「住みやすいj とした。その理由は「自然
環境に恵まれている J I公害が少ないJ I通勤・通学に便利J などである。一方， I どちらとも
言えない J Iやや住みにくいJ I非常に住みにくい」を合計すると約 4 割弱を占める。その理由
は「買い物が不便J I医療機関と体制が不十分J I通勤・通学が不便J I教育環境が良くないJ
などである(エポックインターナショナル『三郷町長期基本構想・総合基本計画』三郷町， 1996 
年， 31-32ページ)。また， (表1)により三郷町の住民の「生活環境に関する満足度」をみる







答で実施した。その結果は， I隣近所の人々 J I町内の人なら誰とでも J としたものが 4 割を超







i両 足 どちらとも 不 i両言えない
道路の整備 38.7% 28.3% 33.0% 
交通安全施設の整備 35.9% 30.3% 33.8% 
下水道の整備 25.8% 35.4% 38.7% 
大雨などでの治山・治水対策 18.1% 50.6% 31.3% 
河川の汚染度改善 7.8% 33.2% 59.0% 
ゴミ処理 45.6% 27.6% 26.9% 
し尿処理 37.4% 41.3% 21.3% 
自然環境の保全・緑化 44.3% 32.5% 23.2% 
公園・緑地の整備 31.3% 34.1% 34.6% 
街なみ・街の景観 39.4% 37.8% 22.8% 
騒音などの公害対策 27.5% 43.0% 29.5% 
し尿の悪臭対策 29.2% 50.3% 20.5% 
生活排水の悪臭対策 29.6% 48.6% 21.9% 
一般家庭ゴミの悪臭対策 27.1% 51.4% 21.1% 
鉄道・パスなど交通網の整備 31.6% 26.7% 41.7% 
教育環境の整備 25.7% 50.5% 23.8% 

















ティア活動をしたいと思っている(しかし，まだしたことはない)J と答えたものが 4 割弱で
ある。反面， r 自分も家族もボランティア活動をしたいとは思わない。または，その余裕がな
いJ としたものが 3 割強である。次いで、「現在，自分または家族がボランティア活動をしてい








利J r愛着がある J r近所づきあいが良い」の順である。一方，住民の移転意向とその理由のう
ち，最も多いのは「故郷に帰りたいJ (15.5%) ，次いで「子供の教育の関係J r交通の便が悪
いj となる。また，住民が選んだ「好きな場所」は，第 1 位が「信貴山J，第 2 位は「のどか























地域 1 (図1)のデザインは，まず土地利用の面で計画的居住空間を形成し，第 1 種低層住
居専用地域からなる，良好な郊外型住宅地域を創出する。そのために近鉄生駒線の東側沿線で，
東信貴ケ丘 2 ・ 3 丁目の西部に残された混交樹林，そして，東信貴ケ丘 1 丁目の東部で，県道
椿井・王寺線の西側沿線にある新池とその周辺の草地，および，三室 2 丁目の標高 70-80m
程の束向傾斜地の混交樹林などと，公園のオープンスペース・大型樹木を関連づけ，相互に活
かして緑豊かな住宅地域となるようにデザインする。都市基盤施設の点では，都市計画道路信



























とする。そして，都市計画道路大和川歩行者専用道路の沿道に残る東西 300m，南北 400m の
生産緑地，および，標高 85m の通称三室山と，その南麓の春日神社の混交樹林・草地は，地
域 1 との境界付近にある信貴幼稚園周辺の小規模なタケ林・ブドウ園，さらに県立三室病院西
側の混交樹林などと共に保全し，これを取り巻く勢野東 6 丁目・三室 1 丁目の住宅地域の緑地
としてデザインする。勢野東 3 丁目の信貴川沿岸には，田・畑・タケ林などの生産緑地と旧集






の地点の大和川は川幅も広く，約 200m あり，対岸は王寺町の久度 4 丁目で，堤防越しに久度




社周辺の混交樹林は緑地としての価値が大きく，勢野西 3 ・ 4 丁目の住宅地域の町並景観との
調和を重視してデザインする。下水道整備は流域下水道竜田川幹線・勢野 1 ・ 4 . 5 号汚水幹
線などに連結し，計画にしたがい早急に整備を完成する。
地域 3 (図1)のデザインは， 1960年代初期に開発された信貴ケ丘団地(面積16.0ha，計






また，居住空間の価値を付加するために，下水道は重要な条件である。したがって勢野 6 ・ 7
号汚水幹線，およぴ，南畑地区から流れて来る流域汚水幹線・流域下水道信貴山幹線汚水中継
ポンフ。場に向けての幹線に各排水を連結し，速急に公共下水道の整備をする。
( 8 ) 願主は解脱上人，作図・仏師は快慶で， 12世紀末頃の作である。








その東には信貴山看護学校 ・ 信貴山病院がある。また， T字形交差点の南側は万葉荘園になっ
ていて，この辺りの東西 600m，南北 600m 程の地域には，文教施設，公共・公益施設，医療
施設などが集積している。生活道路を東へ 800m 下ると近鉄信貴山下駅があり，最近，駅前広
場は美しく整備された。しかし，駅前広場を含む東西 200m，南北 150m の地域は近隣商業地




城山台 3 丁目と 4 ・ 5 丁目の聞を南北にのぴる都市計画道路信貴山麓線の沿道には，東西50m，
南北 230m の近隣商業地域(建ぺい率80，容積率200，第 1 種高度地区)がある。地域 3 には
公園 ・ 緑地が 8 か所あり，特に城山台 2 丁目の南西端の公園は大きく，東西 120m，南北 100m
の長方形である。地域 3 の西方は信貴山地の豊かな混交樹林が続き，農山村的景観が展開する 。
そこで，この地域の幹線道路を整備するとともに生活道路としての機能を強化し，隣接する地
域 5 の混交樹林に通じる散歩道を，住宅地域内の公園・緑地，そして，街路樹などと関連づけ









るが，階段状に改変されている。水量は 1 時間 30mm 前後の降雨の際も，比較的集水域が狭












る。修景施設として人工河川もあり，植栽面積 2 ， 900mm'，街路樹533本の美的で安全・快適
性に富む道路である。都市計画道路信貴山麓線の西側沿線(立野南 2 丁目の一部)は第 2 種低
層住居専用地域で，小規模な店舗の立地は認められるが，低層住宅の良好な居住空間のための





地域 4 の東部から大和川沿岸にかけては，地場産業の準工業地域である。都市計画では第 2
種高度地区であり，建ぺい率60，容積率200に指定されていて，職住近接型の住工地域として
の発展が望まれる。そのためには，この住工地域の下之庄解放会館周辺の町営住宅から北上し
て都市計画道路立野中環状線に達する，長さ 150m程の都市計画道路三神木線(幅員 9m) ，お
よび，立野北 1 丁目から立野南 1 丁目付近の県道王寺・三郷・斑鳩線沿線に残る田・畑の生産
緑地を保全し，旧集落，そして1960 ・ 1970年代に建設された中層集合住宅からなる公営住宅団










の境界と信貴・生駒スカイラインとの聞には，南北 400m，東西 200m 程の妙光寺信貴山公園
墓地・高安山霊園がある。信貴・生駒スカイラインと府道本堂・高井回線の間には，最大幅南






















丁目・美松ケ丘東 2 丁目の北端部が含まれる。地域 5 の東部の南縁を東西方向に美しい並木と
歩道をもっ，都市計画道路信貴山麓線が通り，信貴山麓の日向緩斜地の南北 700m，東西 1 ， 100











東西 200m 程の地域は近隣商業地域に指定され，第 2 種高度地区で，建ぺい率80，容積率300
であるが，利便性が高い駅前広場の北側の商業地区を再開発して，活性化するとともに，背後
の勢野西 2 丁目の第 I 種住居地域を通過する，近鉄生駒線の沿線に残る墓地・畑・田・タケ林
などのような伝統的集落景観を保全し，それを取り入れて住宅地域をデザインする。大和川河
畔と都市計画道路三郷・川添線の聞の河川敷の草地は植生を保全し，水質を浄化して豊かな親




地域 7 (図 1 )は現在開発中で，勢野西 3 ・ 4 ・ 5 丁目，勢野東 2 ・ 3 丁目，および，信貴
ケ丘 4 丁目の各一部からなり，当初計画は37.5ha，計画戸数836戸であったが， 1997年 6 月の
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注) Aは近隣商業地区， B は調整池， c は田園地区， Dは緑地地区， E は文教地区である。
資料)三郷町「三郷町の都市計画に関する基本的な方針J，および，現地調査により作成。




南西 100m から 200m の位置には，都市計画道路信貴山麓線に、沿って，南北 100m，東西 200m
前後の近隣商業地区が設置される予定であり，その南側に隣接して公園緑地 (30mX40m) ，
そして，旧矢倉谷池の一部を整形して， 100mX75m 程の調整池とする計画である。この場合，
近隣商業地区・公園緑地・調整池と，勢野西 4 ・ 5 丁目北部の住宅地域の景観が調和を保持す
るようにデザインする。都市計画では地域 7 の西端に文教地区と共同住宅用地が予定されてい















(2) 住民意識とニーズは 6 割強が「住みやすい」とし，その理由は恵まれた環境・公害が
少ない・通勤通学が便利をあげた。一方 4 害Ij弱は「どちらとも言えない J I住みにくい」と




「ふれあいの場所j としては，コミュニティセンターなど，公共・公益施設を望むものが 7 割
を超えた。「ボランティア」は 4 害IJ弱がしたいとし 3 害IJ強がしたくないと答えた。「移転意
向j では 1 害IJ強が帰郷・教育・交通などを理由にして移転を望み， I好きな場所J では 4
割弱が信貴山とし，のどか村とその周辺・大和川とその周辺・コミュニティセンター・龍田大
社とその周辺・自宅とその周辺などが選ばれた。
(3) 地域 1 の住宅地域のデザインは，近鉄生駒線東側沿線と三室 2 丁目に残る混交樹林，新
池と周辺の草地の景観を住宅地域と調和させる。都市計画道路信貴山麓線を東方(平群町)へ
延長する。幹線・生活道路の並木を整備し，補助道路と有機的に組織する。旧信貴山参道・史
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